


　
伊
予
郡
松
前
町
の
常
盤
壮
さ
ん

は
、
水
稲
３
・
５
㌶
、
裸
麦
３
㌶
、

レ
タ
ス
を
中
心
と
し
た
野
菜
類
を
２

㌶
栽
培
し
て
い
る
。

　
学
生
時
代
、
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
や

Ｎ
Ｇ
Ｏ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て
、

青
年
海
外
協
力
隊
の
活
動
に
興
味
を

持
っ
た
。
大
学
卒
業
後
、
茨
城
県
の

農
業
大
学
校
を
経
て
中
米
の
コ
ス
タ

リ
カ
へ
赴
任
。
コ
ス
タ
リ
カ
国
立
大

学
と
提
携
し
、
熱
帯
特
有
の
雨
季
と

乾
季
の
あ
る
気
候
の
地
で
有
機
農
法

の
技
術
指
導
に
あ
た
っ
た
。

　
帰
国
後
、
会
社
勤
め
を
経
て
就
農

し
、
除
草
剤
を
使
用
し
な
い
水
稲
栽

培
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。た
と
え
ば
、

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
を
緑
肥
と
し
て
使

用
し
た
り
、
ア
イ
ガ
モ
を
利
用
し
除

草
を
行
っ
た
り
。
最
近
で
は
菜
の
花

を
利
用
し
た
「
菜
の
花
米
」
を
生
産

し
て
お
り
、
安
全
安
心
な
農
産
物
の

生
産
を
心
掛
け
て
い
る
。

　
９
年
前
か
ら
は
、
海
外
の
研
修
生

の
受
け
入
れ
を
始
め
た
。
現
在
は
、

３
年
目
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
研
修
生
に

技
術
の
指
導
を
し
て
い
る
。

　
将
来
は
、「
経
営
の
規
模
を
拡
大

し
て
研
修
生
の
人
数
を
増
や
し
、
１

人
で
も
多
く
の
研
修
生
に
技
術
を
指

導
し
て
い
き
た
い
」
と
世
界
規
模
の

技
術
普
及
を
力
強
く
語
っ
て
く
れ

た
。

松山

西予

宇和島

今治
西条

伊予支所発

日
本
の
農
業
技
術
を

　
世
界
へ
普
及
し
て
い
く

トラクターに乗って作業中の常盤さん

　「
こ
れ
か
ら
は
畜
産
事
業
を
拡
大

し
、
飼
育
頭
数
を
増
や
し
て
良
い
牛

を
生
産
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
柳

谷
地
域
の
た
め
に
良
い
と
思
う
こ
と

は
次
々
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た

い
」
と
柳
谷
愛
あ
ふ
れ
る
小
田
原
洋

一
さ
ん
。
田
舎
暮
ら
し
を
し
た
く
て

移
住
先
を
探
し
て
い
た
。
景
色
と
雰

囲
気
が
気
に
入
っ
た
久
万
高
原
町
中

津
地
区
。
平
成
23
年
に
、
仙
台
か
ら

移
住
し
て
き
た
。
そ
の
後
、
柳
谷
で

麻
菜
美
さ
ん
（
27
）
と
結
婚
。
現
在

は
水
稲
10
㌃
、
ピ
ー
マ
ン
６
㌃
、
大

豆
４
㌃
、
牛
５
頭
を
生
産
・
育
成
し

て
い
る
。
特
に
、
昨
年
か
ら
愛
媛
の

ブ
ラ
ン
ド
牛
「
愛
媛
あ
か
ね
和
牛
」

の
繁
殖
に
意
欲
を
み
せ
、
こ
れ
か
ら

が
楽
し
み
だ
。

　
こ
の
地
へ
の
移
住
者
と
、
地
元
の

人
達
で
「
柳
谷
若
志
会
」
を
設
立
し

た
。
移
住
者
の
受
け
入
れ
や
各
種
行

事
に
参
加
す
る
な
ど
、
柳
谷
を
盛
り

上
げ
て
い
く
活
動
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
東
京
で
の
「
愛
媛
移

住
フ
ェ
ア
i
n
東
京
交
通
会
館
」
に

も
地
元
を
代
表
し
て
参
加
。「
一
人

で
も
多
く
の
方
が
移
住
し
て
来
ら
れ

る
よ
う
、
柳
谷
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
き
ま
し
た
」
と
話
す
。
そ
の
努

力
は
移
住
者
増
加
の
形
で
実
り
、
地

元
に
根
を
は
っ
て
い
る
。

常盤　壮さん（46歳）
（松前町）

小田原　洋一さん（40歳）
（久万高原町）

西予

伊予

宇和島

今治
西条

田
舎
暮
ら
し
を
満
喫

　
柳
谷
愛
を
広
げ
る

松山支所発

農
業
に
情
熱
を
持
ち
、

未
来
を
切
り
開
い
て
い
る

愛
媛
の
農
家
を
応
援
し
ま
す
。

きらりネット

イベントで柳谷若志会のメンバーと
たい焼きを焼く小田原さん

ジェファーソンさん
（28）を受け入れて
３年目。彼は、熱心
なので、一緒の作業
は楽しいですよ。

柳谷地区の活性化の
ため、仲間と頑張っ
ています。
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職後に就農して、４年目にな
る。勤めていた時よりストレス

なくマイペースに仕事ができるのが良
い。また毎年、天候等が違うので勉強
になる。今後も色 と々考えながら農業
に取り組み、まずはピーマンの栽培面
積を拡大していきたい。
担当地区▶久万高原町父二峰中条
経営規模▶水稲30㌃、
　　　　　ピーマン10㌃他
担当戸数▶6戸　共済部長歴▶15年

稲と野菜、かんきつ、もちとうも
ろこしなどを栽培している。農

作業は手間がかかって大変だが、収穫
の喜びは大きい。趣味のカラオケを楽
しみながら、これからもけがに気を付
けて、農業を続けていきたい。
担当地区▶西条市丹原町志川
経営規模▶水稲26.7㌃
担当戸数▶28戸　
共済部長歴▶3年

NOSAIえひめの県内6支所（西条・今治・松山・伊予・西予・宇和島）から共済部長
を毎号ご紹介します。

にかんきつを栽培し、水稲も育
てている。退職後、専業農家

になったことで、心にゆとりができた。
今後は、体力を保持しながら、後継者
も営農しやすいよう基盤整備等を行
い、農業を長く続けていきたい。
担当地区▶宇和島市高光
経営規模▶温州ミカン120㌃、
　　　　　水稲200㌃
担当戸数▶7戸　共済部長歴▶2年

業は、父から受け継いで40年。
2月には180本の梅が満開にな

り、一帯に梅の香りが漂う。土づくりが
大変だが、手間をかけただけ、良い梅が
できるため、努力は惜しまない。今後は、
夫婦で旅行に行くことを楽しみにしている。
担当地区▶西予市城川町魚成
経営規模▶水稲80㌃、梅120㌃
担当戸数▶53戸  
共済部長歴▶2年

山町は有名な栗産地だが、後
継者不足等で、出荷数が減少

している。「歴史と品質の中山栗」を
守るため、次世代につながる産地づく
りと地域の活性化が何より重要だ。
現在は、「なかやま栗まつり」などを
開催し、消費拡大を図っている。
担当地区▶伊予市中山・日登南
経営規模▶栗110㌃、キウイフルーツ58㌃
担当戸数▶19戸　共済部長歴▶5年

農して４年が経った。現在は、
イモ類を主に約20種類の露地

野菜を栽培し、直販所等に出荷してい
る。今後は、今よりも品目を絞り、ナス
を基幹作物に、地域の特色を生かす
野菜づくりを目指したい。
担当地区▶西条市西泉中
経営規模▶野菜80㌃
担当戸数▶12戸　
共済部長歴▶2年

農

水

退

中

就

主

伊
予
支
所
─
橡
木 

隆
博
さ
ん（
65
）

西
条
支
所
─
高
橋 

宏
さ
ん（
34
）

宇
和
島
支
所
─
市
川 

逸
男
さ
ん（
64
）

西
予
支
所
─
渡
辺 

重
泰
さ
ん（
60
）

今
治
支
所
─
黒
川 

清
美
さ
ん（
64
）

松
山
支
所
─
林 

俊
治
さ
ん（
64
）
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第6号のクイズ②の答えは「チームブタ」でした。
たくさんのご応募ありがとうございました。
当選発表は、お食事券の発送をもって発表と代えさ
せていただきます
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松本 翔くん（5歳）
西予市

　物づくりが大好きな翔くん。２歳になる弟の面倒をみて
くれる優しいお兄さんになったね。大きくなったら、一緒
にぶどう屋さんをすると言ってくれて、とてもうれしいよ。
　これからもたくさんのことを経験して、人のことを思い
やれる子に育ってください。（父母より）

かける

　最近、犬を飼い始めました。仕事を終えて家に帰る
と、とてもかわいくていやされます。
　仕事では感謝の気持ちを忘れず、早く一人前になれ
るように、頑張りたいです。

I y o  B i j i n

宮崎 恵利さん（23歳）
四国中央市

まなみ

正解の中から抽選で３名様に、

イヨメシ掲載の『彩り茶屋』
（道の駅森の三角ぼうし内）の

お食事券（1,000円分）をプレゼントします。
ふるってご応募ください。

①○○南蛮
③細かいしわ
⑥運送する品物
⑧○○の大食い
⑨今治市で飼育されている日本在来種の馬
⑪三重県の○○神宮
⑫家畜などを養い育てること
⑭クルミなど、食用になる木の実
⑯ビン・○○の分別ゴミ
⑰○○○○申告

①さる○○合戦
②3月３日
④金メダリストのボルトの国
⑤農産物で開花・結実が早いもの
⑦配偶者である女性
⑩十二支の第２番目
⑪都会の反対
⑬入社式の社長の言葉、教え
⑮仲立ち。てがかり。有力な○○がある
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★クイズの答え

★〒・ご住所

★お名前（フリガナ
）

★年齢

★電話番号

★広報紙「ひめのわ
」

　へのご意見・感想
を

　お書きください。
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